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3
月
定
例
会
（
3
月
2
日
〜
12
日
）

　
子
供
の
医
療
費
助
成
を
中
学
3
年
生
ま
で
に
す
る

こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
が
、
国
保
税
の
軽
減
が
必
要

な
時
期
で
す
。
幼
保
一
元
化
保
育
を
目
指
す
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
保
育
士
の
臨
時
職
員

を
増
や
し
て
い
て
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
学
校
給
食
で

は
民
間
委
託
に
す
る
こ
と
は
、
財
政
を
優
先
し
て
お

り
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
は
保
険

料
や
利
用
料
が
増
え
な
が
ら
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
4
年
間
先
延
ば
し
に
さ
れ
、
差
別
医
療
を
続
け

る
こ
の
制
度
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
地
方
交
付
税
の
増
と
い
う
こ
と
か
ら
瞬
間
的
で
は

あ
り
ま
す
が
町
財
政
は
充
分
な
体
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
住
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
財
源
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、予
算
の
中
で
道
路
整
備
基
金
に
積
み
増
し
し
、

2
億
円
の
使
途
を
固
定
化
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。

　
全
部
を
反
対
す
る
と
い
う
立
場
で
は
な
い
こ
と
を

表
明
し
、
反
対
の
討
論
に
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
案
否
決
　修
正
へ
！

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
（
3
月
9
日
・
10
日
）

　
一
般
会
計
予
算
【
賛
成
8
・
反
対
4
】
可
決
!

　
3
月
定
例
会
会
期
中
、
議
員
全
員
が
委
員
と
な
っ
て
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
否
決
の
主
な
理
由
と
な
り
ま
し
た
滞
在
型
市
民
農
園
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
も
、
細
か
い
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
の
内
容
を
4
〜
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

3
月
定
例
会
新
年
度
予
算
採
決
（
3
月
12
日
）

　
一
般
会
計
予
算
【
賛
成
7
・
反
対
10
】
で
否
決
！

平
成
22
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

討
論
し
ま
し
た

　
平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
を
3
月
2
日
か
ら
12
日
ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
等
9
件
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
関
係
が
9
件
、
平
成
22
年
度

予
算
関
係
が
9
件
の
全
27
議
案
で
す
。
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
3
ペ
ー
ジ
と
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
3
月
9

日
、
10
日
に
開
催
し
詳
細
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
採
決
を
し
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
否
決
さ
れ
た
た
め
、
関
連
性
の
あ
る
各
特
別
会
計
等
予
算
案
8
件
は
議
決
に
至
ら
ず
審
議
未
了

で
廃
案
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
9
月
か
ら
継
続
し
て
審
査
を
し
て
き
ま
し
た
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。（
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
そ
の
他
、
発
議
案
1
件
、
請
願
1
件
、
陳
情
2
件
を
審
議
し
、
2
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
4
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

反
対

椎
名
義
光
議
員

住
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

努
力
が
必
要
で
す

　
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。新
年
度
予
算
は
、

町
民
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
環
境
を
整
備
し
、
住

み
た
く
な
る
町
づ
く
り
へ
の
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業
で
は
、
総
合
計
画
の
基
本
構

想
、
空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
、
小
規
模
土
地
改

良
事
業
へ
の
補
助
、
空
港
の
効
果
を
東
側
へ
と
の
考

え
か
ら
町
道
飯
笹
西
古
内
線
の
整
備
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
滞
在
型
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
多
古
町
の
よ
さ
を
活
か
し
て
計
画

策
定
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
調
理
全
面
委
託
で
効
率
を
は
か
り
、

健
康
保
険
で
は
安
心
の
た
め
の
基
金
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
で
は
計
画
通
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
で
は
常
勤
9
名
の
医
師
で
診
療
し
、
医
師

と
患
者
さ
ん
の
信
頼
の
絆
を
太
く
し
て
い
ま
す
。
水

道
事
業
で
は
安
心
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し
、

災
害
に
強
い
鋳
鉄
管
へ
の
敷
設
替
え
も
終
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
全
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

賛
成

加
瀬
芳
廣
議
員

住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
へ
の

姿
勢
が
み
ら
れ
ま
す

　
成
田
市
と
の
合
併
が
実
質
不
可
能
と
な
り
、
町

民
の
間
で
は
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
、
等
と
将
来
を

危
惧
す
る
声
と
と
も
に
、
合
併
し
な
い
で
町
政
運
営

が
出
来
る
の
な
ら
4
年
前
菅
澤
町
長
は
何
故
あ
れ

ほ
ど
不
安
を
あ
お
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
菅
澤
町
長
は
22
年
度
予

算
に
、
独
り
よ
が
り
と
も
思
え
る
滞
在
型
市
民
農

園
関
連
費
を
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
整
備
計
画
で
は
、

2
億
7
8
0
0
万
円
と
の
こ
と
で
す
が
、
土
地
代

を
含
め
れ
ば
総
事
業
費
は
、
4
億
、
5
億
に
も
な
る

で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　
2
月
に
先
進
地
を
視
察
し
た
折
、
既
に
同
規
模
の

施
設
を
建
設
、運
営
し
て
い
る
町
か
ら
の
説
明
で
は
、

「
投
資
し
た
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
に
等
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
証
明
す

る
よ
う
に
、
貴
重
な
町
民
の
皆
様
の
お
金
を
使
っ
て

も
町
外
都
市
部
の
わ
ず
か
20
名
程
度
の
た
め
に
造
る

宿
泊
滞
在
型
施
設
を
極
め
て
低
価
で
賃
貸
す
る
内
容

で
多
古
町
民
に
は
ほ
ぼ
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
施
設

に
何
故
4
億
、
5
億
も
の
莫
大
な
資
金
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
よ
う
な
道
理
が
全
く
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
代
弁
者
で
あ
り
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
私
た
ち
議
員
は
断
じ
て
認
め

る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
現
下
の
多
古
町
で
は
特
老
施
設
へ
の
入
所
待
ち
が

1
0
0
名
を
超
え
て
い
ま
す
。親
と
子
が
遊
べ
る
施
設
も
、

図
書
館
も
あ
り
ま
せ
ん
。
や
る
べ
き
こ
と
は
町
民
が
利

用
で
き
な
い
滞
在
型
市
民
農
園
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
よ
っ
て
私
は
平
成
22
年
度
多
古
町
一
般
会
計
予
算

案
に
反
対
を
し
ま
す
。

反
対

今
町
が
や
る
べ
き
こ
と
は
滞
在
型

市
民
農
園
で
は
な
い
は
ず
で
す

所
一
重
議
員

　3月定例会で否決となった一般会計予算案については、町長から一部を修正して再提出されたため、3月18日臨時議会を
開催し、審議を行いました。
　修正箇所は、滞在型市民農園設計委託料 2,128 万円、及びこれに関連する滞在型市民農園推進対策協議会補助金 20 万
円を削除するものです。修正後の歳入歳出予算は、57億 2,375 万円です。
　広瀬弘二議員、椎名義光議員より討論があり、採決をしました。【賛成 15・反対 2】で可決されました。
　その他、審議未了となった、各特別会計予算案については改めて提出され、すべて原案通り可決されました。

第 2回臨時議会を開催！（3月18日）

一般会計を修正し可決！　57億 2,375 万円
一般会計予算【賛成 15・反対 2】

討論の内容、予算の状況については、6ページに掲載しています。

平成 22 年度予算審議結果
予　　　算 第１回定例会（3/12) 結果 第２回臨時議会（3/18) 結果（町再提出案）

一　般　会　計 否決【賛成７・反対 10】 ⇒ 可決【賛成 15・反対 2】

学校給食センター事業特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成 15・反対 2】

国民健康保険事業特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成 15・反対 2】

老人保健特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成全員】

農業集落排水事業特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成全員】

介護保険事業特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成 15・反対 2】

後期高齢者医療特別会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成 14・反対 3】

国保多古中央病院事業会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成全員】

水道事業会計 審議未了（廃案） ⇒ 可決【賛成全員】


